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ＨＷＩＰ企画運営委員会 教務報告 

 １年 
 HW セミナー︓春の合宿（３⽇） ＋ ラボローテ（1 ⽇ｘ３） 

 2018 年度の合宿は 4 ⽉ 13(⾦)〜15(⽇)。阪⼤他 LP や他⼤学 LP も声をかけます。 
 基礎論 I・II︓特任座学（前期・後期、各⾦曜１コマｘ15）基礎ライティング含む 

 2018 年度はこれまでの組み合わせで「座学→GW→学⽣プレゼン」ｘ４分野。 
 領域基礎研究︓ラボでの専⾨研究 ＋ イノベーション⼊⾨ 
 イノベ⼊⾨︓Clic 産学講義 ＋ 企業訪問 ＋ ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｱｲﾃﾞｱﾌﾟﾚｾﾞﾝ（座学２⽇＋企業訪問１⽇） 

 2018 年度も同様。 
 創出論︓オムニバス講義（後期 ⾦曜２コマｘ８） 

 2018 年度も同様。産共の広報誌で宣伝して HW 外からもとります。 
 ２年 
 融合領域研究︓ラボでの専⾨研究 ＋ アウトリーチ 
 アウトリーチ︓未来館座学と学内＋市内駅構内/産学 OACIS での実践（座学１⽇＋実践２⽇） 

 2018 年度のうち⼀回はエキスポ予定。学⽣希望により⾼校の可能性もあり。 
 ３年以降 
 プロジェクト研究︓融合研究に属する（グラントで PI を⾏うと PI 研究の単位も追加） 

 ３年次。提案書→教員認定→書類→⾯接(RQE)。 
 実践演習︓参画企業による講義  

 ３年次。産連担当。 
 インターン・HW 価値創造︓国内 3 ヶ⽉以上、海外 1.5 ヶ⽉以上、ただし通勤期間は 2/3 でも良い。 

 新規講義を開始。（各研究科で認めていただく予定） 
 審査など 
 学⽣アドバイザリ︓８⽉ごろメンタリング、11 ⽉ごろ評価。 →2018 年度も同様。 
 GPI スキル診断︓毎年秋に実施 →増澤先⽣・⾸藤先⽣担当 
 Pre-QE︓１年次 12 ⽉ →選抜委員会担当 
 R-QE︓3 年次 1 ⽉ →2017 年度は全員合格（先⽉） 
 最終試験︓公聴会は５年次 1 ⽉（R-QE と同時） →本⽇最終決定（説明は先⽉）→資料。 

 
 その他 
 学⽣企画︓ →今⽉は無し。 
 HW 教員セミナー︓ →今⽉は無し。 
 国際交流︓ →今⽉は無し。 
 産学交流︓ →今⽉は無し。 
 改善など︓ → 今⽉は無し。 
 事後評価にむけて︓ →MURC によるアンケート実施済。ヒアリング中 

 
※ 講義の流れ 

研究︓領域基礎（１年）→融合領域（２年）→プロジェクト研究（３年）→PI 研究（４年） 
産業︓⼊⾨（１前）→創出論（１後）→アウトリーチ（２年）→実践演習（３年）・インターン（３年） 

※ 各カリキュラム説明やイベント詳細は HP 右上の履修⽣専⽤ページにおいています。 
http://www.humanware.osaka-u.ac.jp/student-only/ 

 



ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラムの修了の要件についての申し合わせ

（案） 
平成２９年１０月５日 

企画運営委員会 
 
 ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラムの修了については、同プログラ

ムの 40 単位を修得した上で以下の 7 つの要件を満たすことを原則必要とする。公開研

究発表会を開催する前に５）を除く要件について公開研究発表会の審査委員により要

件をチェックし５）の結果を含めて審査書を最終審査委員会（企画運営委員会）に提出

する。最終審査委員会（企画運営委員会）は審査書をもとに修了について合否を判定す

る。 
１） 英語で書かれた学位論文の提出 
２） 英語で書かれた国際雑誌論文の提出（筆頭著者、学位論文の主要な部分） 
３） 融合研究の成果物（異なる研究科の教員、学生との交際雑誌論文/国際会議発表） 
４） 予備審査の合格 
５） 英語による公開研究発表会の審査の合格 
６） GPI スキル熟達度がグローバル・リーダーの資質に必要なレベル 
７） TOEIC730 点以上 
 要件を満たす時期については原則として公開研究発表会の審査の日までとする。 
 履修生が上記の要件をすべて満たさない場合は個別に最終審査委員会（企画運営委員

会）で議論する。 
 例えば、１）、２）、７）の要件については、研究科が別に定める研究の公表に関す

学位審査の要件を満たし、公開研究発表会の審査において同等の能力を有すると

判断された場合、審査書にその内容を明記し、最終審査委員会（企画運営委員会）

の判断で合格とすることを可能とする。 
 研究科の修了要件を満たさず、年限内に学位修了とならず単位取得退学を履修生が選

択する場合においては、１）、２）を除く他の要件を満たした上で 
 学位論文の主要な分を含む英語による研究説明書類を提出し、英語による公開研

究発表会に合格した場合、単位取得退学の時点で本プログラムの修了証を授与す

る。 
 修了書が発行された場合、単位取得退学後研究科で博士論文の修了が決まった時

点で学位記に本プログラムを修了したことを明記する学位を授与する。 
 ７）の条件について満足していない場合、最終審査委員会で能力について判断でき

るものとする 
 
 
以上 
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参考：過去(10月)の企画運営委員会資料
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